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➨㸰学ᖺࠖࡃࡀࡳࠕ学⩦άື᱌ ᤵᴗ⪅ 山㈡ ឡ  

２᭶２１日㸦ᅵ㸧 ２㝵㹁ᐊ  㸷㸸㸮㸮㹼㸷㸸㸲㸮 

㸯 άືྡ ࠐࠐのࡓびをࡕ࠿ࢃあ࠺㸦ࣉ࣮ࣝࢢࡿࡄࡿࡄ㸧 

           

㸰 άື࡚࠸ࡘ࡟ 

２年⏕は「᪑する学び ѸࣜアルなᡭざわりѸ」をࢸー࣐に、子どもたちが㸲つの᪑㸦ࢢルーࣉ㸧に分

かれて᥈究的な学びに取り組んできた。このうち「ࡄるࡄるの᪑」は２年⏕ �� 名と授業者が活動して

いる。᪑する学びのヲ⣽は、２学年部会の㡫をご覧いただきたい。 

１学ᮇ、ࡄるࡄるの᪑は、「ࠗࡄるࡄる࠘ってఱだろう」「どんなことをやってみたいか」をࢧーࢡ
ルになりᛮったことを⫈きあうことからはじまった。子どもたちからは「ࡄるࡄるってࣜࢡ࢖ࢧルみた
い」「౑わなくなったものをまた౑うこともなんかࡄるࡄるする」「㨶の㦵とか動≀の⣅とかᅵにධれ
たら⫧ᩱになるのかな。ࡄるࡄるしࡑう」「ࢡル࢕ࣇࢡࢵールࢬにもࢥン࣏ストがあった。ࢡルࣇࢡࢵ
。るにならないかな」などが出てきたࡄるࡄルもあった。自↛のものを౑うのもࢿࣃにはኴ㝧ගࢬール࢕
この⫈きあいから、「౑わなくなったものを౑ってఱかしたい」や「再⏕ྍ⬟࢚ࢿルࢠーをもっと知り
たい」と子どもたちの中からᛮいが出てきた。子どもたちは、ẁ࣎ールや࣌ࢵト࣎トル、トࢵࣞ࢖ト࣌
ーࣃーのⰺなどを౑って、࢞ࣕࢳ࢞ࣕࢳやお気にධりの⟽をసったり、࣌ࢵト࣎トルをษって㢼ຊ発㟁
をసったりとやりたいとᛮったことを進めた。活動が進んでいくと、「おẕさんがいらない࢝ーࢸンで
⚾のス࢝ートをసってくれたの。」という話から౑わないᕸでఱができるか考えたり、⃮ったỈをきれ
いにしてまたỈとして౑うことはできないかと考えたりと、⏕活のことがࡄるࡄるの᪑の活動と⤖びつ
き、子どもたちの活動はᗈがっていった。 
 さらに、２学ᮇの学年活動㸦ὶしࡑうめん㸧で࣌ࢵト࣎トルのὶしྎをసった⤒㦂から、࣌ࢵト࣎

トルのࣜࢡ࢖ࢧルに⯆࿡をもったり、ࡑもࡑも࣌ࢵト࣎トルを౑うことに␲ၥをもったりするඣ❺も出
てきた。௚のࢢルーࣉ㸦あらわすの᪑㸧が➉のὶしྎをసっていたことにࣄントをᚓて、「あの➉のὶ
しྎからỈ㌴みたいなものにỈを当てたらỈຊ発㟁ができるかもしれない。やってみたい。」「➉って
なかなかษれない。どうしたらいいんだろう。」と活動が変わっていった。授業者は᪑の中で、ࡄるࡄ
るの᪑だから「ᚠ⎔」を࢖メーࢪしたものが活動になるかな、ఱか提♧しようか୙Ᏻなᛮいがࡎっとあ
った。しかし、子どもたちは「まࡎやってみたい」というᛮいで活動を進めてきた。ࡑれはึめに明☜
にこうしたいという目ᶆをつくりࡑこに向かっていったというよりは、ࡑの時々で出合うものにゐ発さ
れ、཭㐩がやっていることにゐ発され、やってみたらなんか࢖メーࢪが㐪い、やってみたいことが変わ
っていくものであった。 
本時ではࢧーࢡル対話を行い、互いの活動を分かち合い、ともに活動を考えていく時間としたい。 

㸱 学⩦άືィ⏬㸦㸯㸱᫬㛫┠㸭඲㸯㸶᫬㛫㸧 

第１ḟ 㸱学ᮇに取り組みたいことを考え、ඹ᭷する。                ͐２時間      

第２ḟ 「やってみたい」ᛮいを኱ษにして活動する。          ͐本時１１㸭１㸱時間 

第㸱ḟ 一年間の᪑をࡩり㏉る。                           ͐㸱時間 

㸲 ᮏ᫬の学⩦࡚࠸ࡘ࡟ 

 �㸯�ᮏ᫬の࠸ࡽࡡ 

 ࣭自分たちの活動について⫈き合い、ḟの活動につなげる。 

㸦㸰㸧ண᝿ࡿࢀࡉᮏ᫬のᒎ㛤 
主な学⩦活動と子どもの姿 ␃意点

１ 前時の活動をࡩり㏉り、本時のὶれを☜認

する。 

 れぞれのᛮい、考えを分かち合うࡑ ２

㸦ࢧーࢡル対話㸧 

㸱  ࡩり㏉りを᭩く。 

࣭自分が活動したことだけでなく、ᅔっていること

などを話してもよいことをఏえ、ḟ時の活動につ

なげられるようにする。 

ル対話の中に一⥴にධり、⫈き合えるようࢡーࢧ࣭

に話を進めたり、ၥい㏉したりして、互いにᛮっ

ていることやឤじていることを出しやすくする。 

➨㸯学ᖺࠕᅗ⏬ᕤసࠖ学⩦ᣦᑟ᱌ ᤵᴗ⪅ ᐑᕝ ⣪⧊ 

２᭶２１日㸦ᅵ㸧 ２㝵アト࢚ࣜ  㸷㸸㸮㸮㹼㸷㸸㸲㸮  

㸯 㢟ᮦྡ ࡿࡳ࡚ࡗࡸ ࡟ࡶ࡜ 

㸰 㢟ᮦ࡚࠸ࡘ࡟ 

本学年の子どもたちは、㸳᭶からᅗ⏬ᕤసの授業を開ጞした。ࡑれまではまࡎ学校⏕活に័れるため

の時間として、学⣭や学年の時間とした。ධ学してからᑡし⤒った㸲᭶中᪪、ዲきなⰍ⏬⏝⣬をᲴから

自⏤に取り、ẁ࣎ールに㈞り付けている子どもたちの姿があった。ᛮいᛮいに࢖メーࢪをᙧにしていく

姿は、とても࢚ࢿルࢠーに⁄れていた。ࡑの時ᑡし㐪࿴ឤをឤじたことは、Ჴから出したけれど౑わな

かったⰍ⏬⏝⣬がᗋにⴠちたまま、子どもたちの㊊㊧が」数ṧっていたことである。ࡑのことから、１

つのものとの出会いを኱ษにする、ものと向き合う姿ໃを育むことも኱ษであると考えた。ࡑこで最ึ

の授業では、まࡎ今日のࣃートࢼーとしてお気にධりのおⰼ⣬１ᯛを㑅

び、ࡑの１ᯛだけを኱ษにしながら活動することとした。 

また、同じものでも関わり方が㐪えࡤ、あらわれてくるもの㸦సရ㸧

も␗なるという発見を✚み重ねてḧしいという願いから、１学ᮇから今

までに同じᮦᩱを౑って、㐪う活動ෆᐜの授業を継⥆的に行ってきた。

２学ᮇには、校ᗞで᦬んだⴥでࢵࣟࣇターࣗࢪや⤮の具をつけてスタン

スに⛅の実りを見つけに行ったりࣃ㸦ᅗ１㸧をしたり、኱学キࣕンࣉ

㸦ᅗ２࣭㸱㸧、ࡑの後஝⇱したⴠちⴥを小さくちࡂって⢊にする活動を

行った。スタンࣉでは、⤮の具をはじいてしまうⴥを見つけたり、上ᡭ

くⴥ⬦の㊧が出なかったのはఱᨾだろうと␲ၥにᛮったりする子がい

た。また、ⴠちⴥはᣠったときと時間が⤒ったときでは、ゐったときの

㉁ឤや㡢が㐪うこと、⢊にするとより一ᒙໝいが❧つことに気࡙いてい

た。ࡑして、自↛と࿘ᅖの཭㐩とࡑれぞれの気࡙きや㐪いをඹ᭷してい

る姿があった。これは子ども自㌟の実体㦂をకった、㌟体で対㇟を分か

っていくという学びであるといえるだろう。 

このような１年⏕の姿から、㐪う✀㢮のᮌ࣭ᮌᮦと出会い、ᮌࡑのも

のがᣢつ もりやໝい、重さやⰍをឤじて࿡わってḧしいと願い本題ᮦを設定した。最ึの出会いでは、

数✀㢮のᮌᮦを࣑ࣜ࢓ࣇーごとに⏝意し、ໝいをႥいだり、ᮌ目をほᐹしたり、㡢を☜かめたり、✚み

ᮌをしたりする姿がண想される。ࡑの後、␒の㐪う⣬やすりでᮌᮦを๐り、ᮌの✀㢮や⣬やすりの✀㢮

によってᮌ⢊にどのような㐪いがあるかࣛࢡスでඹ᭷する。できたᮌ⢊は✀㢮ごとにᐜჾにධれಖ⟶し

ておく。本時では、時間が⤒㐣することによってᮌᮦやᮌ⢊のⰍやໝいが変わるのか、前時にできたᮌ

⢊とẚべてみる。ࡑしてᙧが変わったᮌ片とᮌ⢊をᮘと同じ኱きさにしたⓑい⏬⏝⣬に⨨いたり、୪べ

たり、㈞ったりしてసရにあらわす。ともにᮌ片を๐ってみた⤖果、どんな関わり合いが⏕まれ、ᮌ片

やᮌ⢊はどのようなものにᙧが変わっていくのかみとりたい。 

㸱 学⩦ᣦᑟィ⏬㸦㸱᫬㛫┠㸭඲㸲᫬㛫㸧 

第１ḟ ᮌ片と出会い、重さやⰍ、ᡭゐりなどをឤじる             ͐１時間 

第２ḟ ᮌ片を๐り、ᙧやໝいの変化やⰍの㐪いを࿡わいながら、సရをసる  ͐本時２�２時間 

第㸱ḟ సရを㚷㈹し、ㄒり合う                      ͐１時間 

㸲 ᮏ᫬の学⩦࡚࠸ࡘ࡟  

 �㸯�ᮏ᫬の࠸ࡽࡡ 

 ࣭ᮌ片やᮌ⢊の≉ᚩを࿡わいながら、సရにあらわすことをᴦしむ。 

㸦㸰㸧ண᝿ࡿࢀࡉᮏ᫬のᒎ㛤 
主な学⩦活動と子どもの姿 ␃意点

�㸬 ᮌ片を⣬やすりで๐ることやᮌ⢊を㞟めることをᴦ

しむ。同じᮌ片からできたᮌ⢊でも前回と今回で㐪

いがあるか、自分と཭㐩の㐪いはあるか☜認する。 

２㸬๐ったᮌ片とᮌ⢊を౑ってసရにあらわす。 

࣭ಖ存ᐜჾに㐪う✀㢮のᮌ⢊がΰざらないようにする。 

࣭やすりで指やᡭを᛹ᡃしないように気をつける。

࣭㐪う✀㢮のᮌ⢊をΰࡐる⏝のᐜჾを⏝意する。 

࣭࣎ンࢻタࢳࢵをே数分⏝意する。 

ᅗ１ 「はっࡥスタンࣉ」 

ᅗ㸲「こなこなはっࡥ」 
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